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−指定の名称は「村上祭の屋台行事」−

祝村上大祭が国の重要 無形民俗文化財に指定
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　今年３月８日㈭、「村上祭の屋台行事」が国の重要無形民俗文化財に指定され、保護団体
の村上まつり保存会（加藤悦郎会長）に指定証書が交付されました。各地に存在する山・
鉾
ほこ

・屋台行事としては全国で36番目、県内では初めての指定です。村上市では「山北のボタ
モチ祭り」（平成11年12月21日指定）に続いて２件目の指定となります。
　また、この指定と村上市制施行10周年を記念して、４月29日（日・祝）、おしゃぎり巡行
が行われました。午後５時30分、村上市役所前に16台の屋台が集結。祝賀の神事を終え、提
灯に明かりをともした屋台が大町、小町の商店街を練り歩きました。

●問い合わせ　生涯学習課文化行政推進室　☎53−7511（直通）
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村
上
大
祭
と
は

　

村
上
大
祭
は
江
戸
時
代
か
ら
村
上
城

下
で
行
わ
れ
て
き
た
祭
礼
行
事
で
、
城

下
の
総
鎮
守
で
あ
る
西せ

奈な

彌み

羽
黒
神
社

の
例
大
祭
で
す
。
毎
年
７
月
６
日
（
宵

祭
り
）・
７
日
（
本
祭
り
）
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

寛
永
10
（
１
６
３
３
）
年
に
西
奈
彌

羽
黒
神
社
の
新
し
い
社
殿
が
完
成
し
て
、

そ
の
遷せ

ん

宮ぐ
う

祭さ
い

を
行
っ
た
こ
と
が
始
ま
り

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
祭
り
で
は
、
早
朝
か
ら
14
騎
の
荒

馬
、
４
基
の
傘か

さ

鉾ほ
こ

、
19
基
の
屋
台
な
ど

が
神
社
前
に
集
ま
っ
た
後
、
神み

こ
し輿
と
と

も
に
旧
城
下
を
夕
方
ま
で
巡
行
し
ま
す
。

夕
方
に
神
輿
が
神
社
に
戻
る
と
、
荒
馬
、

傘
鉾
、
屋
台
も
各
町
内
に
戻
り
ま
す
が
、

そ
の
際
に
屋
台
は
提ち

ょ
う
ち
ん灯
を
と
も
し
て
に

ぎ
や
か
に
帰
町
し
ま
す
。

　

屋
台
は
新
潟
県
下
越
地
方
に
分
布
す

る
二
層
二
輪
形
式
の
屋
台
で
、
一
層
目

に
囃は

や
し子
方
が
乗
り
、
二
層
目
に
乗
せ
物

と
呼
ぶ
人
形
類
を
乗
せ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
城
下
で
培
わ
れ
て
き
た
木
工
や

漆
工
な
ど
の
職
人
技
術
で
作
ら
れ
た
も

の
で
、
屋
台
の
形
態
も
に
わ
か
屋
台
、

お
囃は

や

子し

屋
台
、
し
ゃ
ぎ
り
屋
台
の
三
種

が
あ
り
、
形
態
の
移
り
変
わ
り
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

山
・
鉾
・
屋
台
が
巡
行
す
る
行
事
は

全
国
各
地
に
み
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
城

下
町
で
成
立
・
発
展
し
、
現
在
ま
で
継

承
さ
れ
て
き
た
行
事
も
多
く
み
ら
れ
ま

す
。

　

村
上
大
祭
は
我
が
国
の
山
・
鉾
・
屋

台
行
事
、
特
に
こ
れ
ま
で
指
定
が
な
か
っ

た
新
潟
県
下
越
地
方
に
お
け
る
典
型
例

で
あ
り
、
周
辺
地
域
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
城
下
町
祭

礼
や
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
の
地
域
的
な

展
開
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
評

価
さ
れ
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
８
５
回
目
と
な
る
今
年
の
村
上
大

祭
は
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
最
初
の
年
。
本
祭
り
の
７
月
７

日
は
土
曜
日
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
大

き
な
注
目
を
浴
び
る
と
と
も
に
、
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
お
祭
り
と
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

▲�毎年３年生が村上大祭を学習し、「ミ
ニ村上大祭」として手作り屋台を引
き回しています（村上小学校）

未来へつなぐ 村上大祭
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ま
す
ま
す
の
発
展
を
願
う

　

村
上
市
制
施
行
10
周
年
の
節
目
の
年

に
念
願
叶
い
、
村
上
ま
つ
り
は
国
の
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
お
祝
い
行
事
「
お
し
ゃ
ぎ

り
巡
行
」
が
４
月
29
日（
日
・
祝
）に
無

事
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

も
、
屋
台
を
巡
行
し
て
い
た
だ
い
た
16

町
内
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
ご
協
賛
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
賜
物

と
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
の
指
定
に
向
け
て
の
活
動

は
、
10
年
前
か
ら
保
存
会
顧
問
の
故
石

栗
源
太
郎
さ
ん
（
小
国
町
）
が
ご
尽
力

さ
れ
、
秋
田
県
角
館
町
の
故
高
橋
雄
七

氏
（
元
角
館
お
祭
り
保
存
会
会
長
）
に

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
た
び
、
全
国
に

１
５
０
０
余
り
の
祭
屋
台
行
事
が
あ
る

中
で
36
番
目
、
新
潟
県
で
は
初
と
な
る

指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
の
指
定
証
書
交
付
式
で
は
、

文
化
庁
が
作
成
し
た
村
上
ま
つ
り
の
ス

ラ
イ
ド
で
村
上
小
学
校
の
ミ
ニ
村
上
大

祭
も
紹
介
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
一
生

懸
命
に
屋
台
を
あ
お
っ
て
い
る
姿
に
、

会
場
か
ら
は
感
心
す
る
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
ミ
ニ
村
上
大
祭
を
指
導
し
て
く

れ
て
い
る
鍛
冶
町
の
堀
田
治
之
さ
ん
に

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
指
定
を
一
番
に
喜
ん
で

く
れ
る
は
ず
の
故
石
栗
源
太
郎
さ
ん
に

感
謝
と
喜
び
を
報
告
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

誇
り
あ
る
村
上
ま
つ
り
の
良
き
伝
統

を
、
皆
さ
ま
と
共
に
し
っ
か
り
後
世
に

つ
な
い
で
、
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

加
か

藤
とう

　悦
えつ

郎
ろう

さん
（上町）

村上まつり保存会会長

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の

　
　
　
　
　
指
定
に
至
る
ま
で

［
平
成
23
年
10
月
］

　

�

村
上
ま
つ
り
保
存
会
が
「
全
国
山
・

鉾
・
屋
台
保
存
連
合
会
」
に
準
会
員

と
し
て
加
入

［
平
成
25
年
６
月
］

　

�

村
上
ま
つ
り
の
無
形
民
俗
文
化
財
調

査
（
文
化
庁
補
助
事
業
）
開
始

［
平
成
27
年
11
月
］

　

�

祭
屋
台
等
製
作
修
理
技
術
者
研
修
会

村
上
大
会
開
催

［
平
成
28
年
３
月
］

　

�

村
上
ま
つ
り
の
無
形
民
俗
文
化
財
調

査
終
了
、
調
査
報
告
書
刊
行

［
平
成
29
年
７
月
］

　
文
化
庁
に
よ
る
村
上
ま
つ
り
現
地
調
査

［
平
成
30
年
１
月
］

　

�

文
化
審
議
会
よ
り
「
村
上
祭
の
屋
台

行
事
」
国
指
定
の
答
申

［
平
成
30
年
３
月
］

　

指
定
証
書
交
付
、

　

官
報
告
示

藤
ふじ

田
た

　律
りつ

さん（加賀町）
村上小学校６年

　私は生まれたときから、ずっ
と村上大祭に参加しています。
大好きなお祭りが重要無形民俗
文化財に指定されて、とてもう
れしいです。
　町内の方や父に笛を教えても
らい、上手になりました。
　私は大人になってもいつまで
も村上大祭に関わって盛り上げ
ていきたいです。

畑
はた

田
だ

　龍
りゅう

大
だい

くん（大町）
村上小学校５年

　僕は村上大祭で大町の屋台の
鉦
かね

を担当しています。
　村上大祭は古くからある伝統
的なお祭りなので、重要無形民
俗文化財に指定されて、とても
うれしかったです。このことを
きっかけに、全国の人が村上大
祭を知り興味を持ってもらい、
村上に来てくれたらうれしいで
す。

中
なか

村
むら

　楓
ふう

斗
と

くん（羽黒町）
村上南小学校６年

　僕は、村上大祭などの伝統や
歴史がたくさんある村上が大好
きです。お祭りは小学校１年生
の時から本格的に参加していま
す。最初は太鼓をたたくのが難
しかったけれど、今では太鼓や
鉦
かね

もうまく演奏できるようにな
りました。
　重要無形民俗文化財に指定さ
れた村上大祭を、これからも守
り続けていきたいです。

大好き、村上大祭〜次世代を担う子どもたち〜
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